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ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
日
本
の
原
水
爆
被
害
者
団
体
協
議
会
が
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。
原
爆
の
残
虐
性
や
核
兵
器
の
全
面
禁
止
を
訴
え

続
け
ら
れ
て
き
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
高
槻
市
で
は
１
８

９
人
の
方
が
被
爆
者
手
帳
を
お
持
ち
で
す
。
市
と
し
て
非
核
平
和

の
取
り
組
み
を
強
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

物
価
高
が
止
ま
ら
ず
、
８
月
に
続
き
９
月
も
実
施
賃
金
は
マ
イ

ナ
ス
で
し
た
。
年
金
支
給
は
物
価
高
に
追
い
付
か
ず
国
民
の
収
入

は
実
質
減
り
続
け
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
中
、
高
槻
市
で
は
物
価

対
策
と
し
て
水
道
料
金
の
基
本
料
金
を
４
か
月
無
料
に
す
る
な

ど
、
一
定
の
対
策
は
と
ら
れ
ま
し
た
。
来
年
４
月
か
ら
子
ど
も
医

療
費
助
成
の
自
己
負
担
の
廃
止
、
入
院
時
の
食
事
療
養
費
相
当
額

を
助
成
す
る
こ
と
で
完
全
無
償
化

さ
れ
ま
す
。
そ
の
一
方
、
公
立
保

育
施
設
・
幼
稚
園
の
民
営
化
、
義

務
教
育
学
校
に
向
け
た
検
討
な
ど

が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
市
民
か
ら

は
不
安
の
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
営
バ
ス
の
労
働
条
件

の
改
善
で
富
田
北
の
４
路
線
で 

J
R 

高
槻
駅
発
着
便
が
富
田
駅
で

　

日
本
共
産
党
高
槻
市
会
議
員
団
は
11
月
27
日
、
濱
田

市
長
に
来
年
度
予
算
に
対
す
る
要
望
を
提
出
し
ま
し
た
。

そ
の
内
容
の
一
部
を
掲
載
し
ま
す
。

12
月
議
会　

市
議
会
に
提
出
し
た
意
見
書

乗
り
換
え
が
必
要
に
な
る
な
ど
市
民
に
不
便
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
高
槻
市
会
議
員
団
と
高
槻
・
島
本
地
区
委
員
会
は
、

来
年
度
施
策
と
予
算
に
対
し
て
10
の
重
点
要
望
、
１
２
４
項
目
の

要
望
を
し
ま
す
。

１
、
物
価
高
対
策
と
し
て
、
第
７
回
目
の
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発

行
を
す
る
こ
と
。
ま
た
、
個
人
事
業
主
な
ど
へ
の
給
付
金
の
支

援
を
す
る
こ
と
。

２
、
補
聴
器
購
入
費
補
助
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
。

３
、
２
０
５
０
年
に
CO₂
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
を
表
明
す
る
こ
と
。

４
、
公
立
保
育
所
・
幼
稚
園
の
民
営
化
に
つ
い
て
は
見
直
し
を
す
る

こ
と
。

５
、
終
活
へ
の
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
。

６
、
現
在
実
施
し
て
い
る
保
育
士
等
奨
学
金
返
済
支
援
事
業
の
対
象

者
を
市
内
の
施
設
で
働
く
介
護
福
祉
士
、
看
護
師
、
中
小
企
業

に
勤
務
す
る
も
の
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
。

７
、 

高
槻
市
と
し
て
、
障
害
者
差
別
撤
廃
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
。

８
、
知
的
障
害
児
・
者
に
つ
い
て
必
要
な
人
に
は
お
む
つ
の
支
給
を

す
る
こ
と
。

９
、
紙
の
保
険
証
・
紙
の
資
格
確
認
書
で
も
引
き
続
き
医
療
機
関
を

受
診
で
き
る
こ
と
を
周
知
す
る
こ
と
。

10
、 

障
害
に
よ
っ
て
は
正
面
の
写
真
を
撮
れ
な
い
人
が
い
る
の
で
紙

の
保
険
証
を
引
き
続
き
残
す
よ
う
国
に
要
望
す
る
こ
と
。

重
点
要
望

　

日
本
共
産
党
高
槻
市
会
議
員
団
は
12
月
市
議
会
に
３
本
の
意
見

書
を
提
出
。「
最
審
法
改
正
に
向
け
た
速
や
か
な
議
論
を
求
め
る

意
見
書
」
は
高
木
り
ゅ
う
た
市
議
か
ら
同
様
の
意
見
書
が
出
さ
れ

調
整
の
結
果
、
日
本
共
産
党
高
槻
市
会
議
員
団
の
原
案
で
12
月
18

日
の
本
会
議
に
提
案
し
ま
す
。
そ
の
他
「
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条

約
の
参
加
・
調
印
・
批
准
を
求
め
る
意
見
書
」、「
選
択
的
夫
婦
別

姓
制
度
の
速
や
か
な
導
入
を
求
め
る
意
見
書
」
は
賛
同
が
得
ら
れ

ず
取
り
下
げ
ま
し
た
。
取
り
下
げ
に
な
っ
た
意
見
書
に
つ
い
て
も

高
槻
市
議
会
か
ら
意
見
書
を
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
引
き
続
き
努
力
し

ま
す
。高

校
生
の
年
齢
の

子
ど
も
が
い
る
世
帯
に
高
槻
産
米

　

９
月
議
会
で
物
価
高
対
策
と
し
て
、
16
歳
か
ら
18
歳
ま
で

の
高
校
生
等
の
い
る
世
帯
に
地
元
産
米
（
対
象
者
１
人
に
つ

き
10
㎏
）
を
届
け
る
た
め
の
予
算
が
通
り
、
12
月
３
日
の
本

会
議
に
は
高
槻
市
農
業
協
同
組
合
か
ら
精
米
を
購
入
す
る
こ

と
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
米
の
配
布
時
期
は
来
年
１
月
〜
２

月
（
予
定
）
で
す
。
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子
ど
も
・
子
育
て
支
援

　
　
　
事
業
計
画
の
見
直
し

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

　
　
　
事
業
計
画
の
見
直
し

２
つ
の
子
ど
も
関
係
の
計
画
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

環
境
・
温
暖
化
対
策
審
議
会
開
催

環
境
・
温
暖
化
対
策
審
議
会
開
催

　

２
０
２
４
年
度
の
第
１
回
環
境
・
温
暖
化
対
策
審
議
会
が
11
月

13
日
に
開
催
さ
れ
、
中
村
れ
い
子
市
議
が
委
員
と
し
て
出
席
し
ま

し
た
。

　

中
村
委
員
は
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
に
つ
い
て
「
２
０
３
０
年

度
ま
で
に
２
０
１
３
年
度
比
で
30
％
削
減
は
昨
年
度
実
現
で
き
て

い
る
の
で
、
現
時
点
で
の
削
減
目
標
の
引
き
上
げ
が
必
要
で
は
な

い
か
」
と
質
問
し
ま
し
た
。
市
は
「
国
に
お
い
て
現
在
削
減
目
標

の
見
直
し
が
さ
れ
て
お
り
、そ
れ
を
待
っ
て
見
直
し
を
検
討
す
る
」

と
し
ま
し
た
。
中
村
委
員
は
「
現
在
の
国
の
削
減
目
標
は
47
％
で

あ
り
、
２
０
５
０
年
に
は
ゼ
ロ
に
す
る
と
し
て
い
る
の
で
も
っ
と

削
減
目
標
を
引
き
上
げ
る
べ
き
」
と
主
張
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
は
幼
児
期
の
教
育
・
保
育
、

地
域
の
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
の
体
制
を
整
備
す
る
計
画
で
す
。

現
在
、「
第
３
次
高
槻
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
（
２

０
２
５
年
度
か
ら
５
年
間
）」
の
策
定
に
む
け
た
検
討
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

計
画
素
案
は
「
引
き
続
き
保
育
需
要
の
増
大
や
児
童
虐
待
の
深

刻
化
に
対
応
す
る
対
策
な
ど
、
子
育
て
に
関
す
る
様
々
な
課
題
が

存
在
す
る
」
と
し
、「
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
実
現
し
、
子

育
て
支
援
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
に
」
計
画
を
策
定
す
る
と

し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
の
保
育
施
設
の
入
所
数
は
７
，
０
６
３
人
で
す
が
、
高

槻
市
独
自
の
認
定
保
育
所
や
臨
時
保
育
室
に
入
所
し
た
子
ど
も
や

保
護
者
が
特
定
の
保
育
所
の
み
を
希
望
し
て
い
る
場
合
な
ど
は
待

機
児
に
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
ず
、「
潜
在
的
待
機
児
」と
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
基
準
で
は
待
機
児
は
ゼ
ロ

で
す
が
、「
潜
在
的
待
機
児
」

は
５
７
９
人
で
す
。

　

日
本
共
産
党
高
槻
市
市
会

議
員
団
は
待
機
児
童
解
消
。

公
立
保
育
所
・
幼
稚
園
の
民

営
化
計
画
の
見
直
し
。
今
年

度
か
ら
見
直
さ
れ
た
保
育
士

の
配
置
基
準
を
公
立
に
つ
い

て
は
す
ぐ
に
で
も
実
施
、
民

間
に
も
実
施
を
促
す
こ
と
な

ど
を
求
め
て
い
ま
す
。

保育施設の入所と待機児童の状況
（単位：人）

2023年度区　分

申込者数（A）

入所者数（B）

潜在的待機児童数

待機児童数

2022年度

（C）＝（A）ー（B）

7,420

6,860

560

０

7,642

7,063

579

０

実
施
期
間
：
12
月
20
日
（
金
）〜
２
０
２
５
年
１
月
20
日
（
月
）
ま
で

問
い
合
わ
せ
先

〇
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
：
こ
ど
も
未
来
部
保
育
幼
稚
園
事
業
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
電
話
番
号
０
７
２

－

６
７
４

－

７
６
９
２

〇
子
ど
も
計
画
：
こ
ど
も
未
来
部
子
ど
も
育
成
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
電
話
番
号
０
７
２

－

６
７
４

－

７
１
７
４

「
市
営
バ
ス
経
営
戦
略
」
の
改
定

「
市
営
バ
ス
経
営
戦
略
」
の
改
定

　

現
行
の
市
営
バ
ス
経
営
戦
略
は
２
０
２
０
年
12
月
に
策
定
。
高

槻
市
交
通
部
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
、
物
価
高
騰
、
２
０
２

４
年
問
題
に
よ
る
運
転
士
不
足
。
公
共
交
通
に
関
す
る
新
た
な
投

資
の
必
要
性
な
ど
を
踏
ま
え
た
計
画
が
必
要
と
し
、「
２
０
２
４
年

度
か
ら
２
０
２
５
年
の
２
か
年
で
現
行
の
経
営
戦
略
を
改
定
す

る
」
と
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
高
槻
市
自
動
車
運
送
事
業
審
議
会

で
審
議
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
営
バ
ス
の
経
営
状
況
は
、
２
０
１
９
年
度
か
ら
２
０
２
２
年

度
ま
で
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
赤
字
経
営
が
続
い
て
い
ま
し
た（
２

０
２
２
年
度
は
土
地
売
却
に
よ
る
収
入
を
除
く
と
２
，
７
９
７
万

円
の
赤
字
）。
２
０
２
３
年
度
は
９
，
０
２
５
万
円
の
黒
字
と
な
り

ま
し
た
。
外
出
機
会
が
増
え
た
こ
と
で
乗
客
数
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
そ
の
一
方
で
、
路
線
変
更
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
ダ
イ
ヤ
改
正
な

ど
実
施
さ
れ
、
バ
ス
の
便
数
が
減
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
民
が
日

常
生
活
を
送
り
や
す
い
よ
う
に
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
高
槻
市
交
通
部
は
今
年
７
月
か
ら
８
月
末
ま
で
の
２
か

月
間
で
「
市
営
バ
ス
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ネ
ッ
ト
ア
ン
ケ
ー
ト
、
市
営
バ
ス
の
車
両
に
紙
の
ア
ン
ケ
ー
ト
が

設
置
す
る
な
ど
し
、
２
，
４
２
７
通
集
ま
り
ま
し
た
。
交
通
施
策

の
充
実
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

市営バスアンケートの結果・
市営バスに対する主な自由意見
項　目 件　数

①　  市営バス事業のあり方（公営維持・民営化）　１４０件
②   福祉乗車制度（高齢者・障がい者）　　 ３５２件
③  運賃改定　　　　　　　　　　　　　　　 ５０件
④  　ダイヤの増便　　　　　　　　　　　　　１９８件
⑤  鉄道並行路線の復活　　　　　　　　　　３２９件
⑥ 　 バス停施設に対する要望　　　　　　　　１３４件
⑦ 　 乗務員の運転及び接遇について　　　　　２２３件
⑧  　お客様同士の乗車マナー　　　　　　　　１０７件
⑨  バスの遅延　　　　　　　　　　　　　　　５８件
⑩  その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　―
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